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第64期中間株主通信
2025年1月1日～2025年6月30日
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　株主の皆様におかれましては、平素より格別のご高配を
賜り厚く御礼申し上げます。
　当社グループでは、2030年のありたい姿として、①国
内・海外ともに拠点近隣に根差した「特色ある事業力」を
武器として、市場で存在感を示す、②価値を生む仕事に喜
びを感じ、使命感を持つ仲間が国地域・性別・人種を超え
て活躍する、③高能率・高収益・高賃金の実現の3つを掲げ
ております。
　ありたい姿の実現に向け、2024年から2026年を対象と
した中期経営計画を策定し、これまでの「変化への対応」
から「成長」へと大きく舵を切る内容としております。
　新たな中期経営計画では、「現在の深化と未来の創造」を
命題に掲げ、「既存事業の強化」および「成長分野の取込み
と創出」に取り組んでまいります。
　また、当社は長期・安定的な事業展開に備え、企業体質
の強化のために内部留保を高めつつ、安定的かつ継続的に
利益の還元を行う基本方針を踏まえ、事業成長・業績に見
合う株主還元を行ってまいります。

　今後とも一層のご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。
　ここに当社第64期中間（2025年1月1日から2025年6月
30日まで）株主通信をお届けいたしますので、ご高覧賜り
ますようお願い申し上げます。
2025年8月

代表取締役社長　齊藤　光次

現在の深化と未来の創造

ごあいさつ

業績ハイライト
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　当社グループの国内事業は販売数量が前年を上回ったことに加え、価格改定に取組んだ効果もあり増収となりました。販売
数量は青果物分野で天候不順による作柄不良の影響を受けたものの、その他の需要分野では概ね前年の販売数量を上回る結果
となり、前年比101.3％となりました。
　収益においては、生産数量の増加による増益効果に加え、人件費、運搬費および諸資材の価格高騰に対応するために進めた
生産性改善と製品価格の改定効果が、これら経費の上昇を上回り増益となりました。
　また、海外事業はベトナムを中心とした販売の回復にVietnam TKT Plastic Packaging Joint Stock Companyの買収効果
が加わり増収となりました。
　このような状況下、当社グループの当中間連結会計期間における売上高は315億94百万円（前年同期比106.4％）、営業利
益14億17百万円（前年同期比179.8％）、経常利益18億円（前年同期比127.2％）および親会社株主に帰属する中間純利益17
億63百万円（前年同期比77.1％）となりました。

　当中間連結会計期間におけるわが国経済は、輸出や設備投資が底堅く推移したことで企業収益が緩やかに回復したものの、
物価上昇や実質所得の伸び悩みが個人消費の重荷となり不確実性の高い状況が続きました。また、国際情勢もロシア・ウクラ
イナ問題や中東不安などの地政学リスク、中国経済の停滞、米国の高関税政策など依然先行きは不透明な状況であります。
　段ボール業界の国内生産動向は、1-6月累計数量（速報値）で前年比99.8％となり前年同等の生産量でした。
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経営環境について

当期の取り組み

事業概況
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包装材関連事業

不動産賃貸事業

事業内容
段ボールシート、段ボールケース、印刷紙器、美粧段ボールケース、オフセット印刷物、
プラスチックフィルム等の製造販売、機械設備等の販売

　当セグメントにおきましては、売上高は332億
55百万円（前年同期比106.3％）、セグメント利
益（営業利益）は15億38百万円（前年同期比
209.2％）となりました。

　当セグメントにおきましては、売上高は1億99百万円（前年同期比110.4％）、セグメント利益（営
業利益）は1億66百万円（前年同期比111.6％）となりました。
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売上高 セグメント利益

セグメント別概況
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科目 前期末
2024年12月31日現在

当中間期末
2025年６月30日現在

資産の部
流動資産 27,504 27,033
固定資産 49,300 47,178
有形固定資産 24,422 23,969
無形固定資産  2,963 2,555
投資その他の資産 21,915 20,653

① 資産合計 76,805 74,211
負債の部
流動負債 23,727 22,218
固定負債 6,945 6,719

② 負債合計 30,673 28,938
純資産の部
株主資本 35,045 36,122
その他の包括利益累計額 10,805 8,847
新株予約権 8 8
非支配株主持分 271 295

③ 純資産合計 46,131 45,273
負債純資産合計 76,805 74,211

科目
前中間期

2024年１月１日から
2024年６月30日まで

当中間期
2025年１月１日から
2025年６月30日まで

売上高 29,700 31,594
売上原価 24,228 25,152
売上総利益  5,472 6,442
販売費及び一般管理費  4,683 5,024
営業利益    788 1,417
経常利益  1,414 1,800
親会社株主に帰属する中間純利益  2,286 1,763

①‌�　当中間連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ25億93百万円減少し742億11百万円となりました。これは、主
に前連結会計年度末に比べ保有する投資有価証券の時価の下落にともなう投資有価証券の減少および売上債権の減少などによるもので
あります。
②‌�　当中間連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ17億35百万円減少し289億38百万円となりました。これは、主に
短期借入金を返済したことなどによるものであります。
③‌�　当中間連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ8億58百万円減少し452億73百万円となりました。これは、主に
親会社株主に帰属する中間純利益の計上という増加要因があったものの、保有する投資有価証券の時価下落にともなうその他有価証券
評価差額金の減少および円高傾向による為替換算調整額の減少などの減少要因がそれを上回ったことなどによるものであります。
④‌�　営業活動により得られた資金は33億47百万円（前年同期は9億81百万円）となりました。この主な要因は、税金等調整前中間純利益
の計上24億93百万円、減価償却費の計上10億48百万円などによるものであります。
⑤‌�　投資活動により使用された資金は85百万円（前年同期は36億8百万円）となりました。この主な要因は、有形固定資産の取得による
支出9億74百万円および投資有価証券の売却による収入9億22百万円などによるものであります。
⑥‌�　財務活動により使用された資金は21億12百万円（前年同期は13億86百万円の収入）となりました。この主な要因は、短期借入金の
減少13億88百万円および配当金の支払6億99百万円などによるものであります。

中間連結貸借対照表 中間連結損益計算書

Point

（単位：百万円） （単位：百万円）

科目
前中間期

2024年１月１日から
2024年６月30日まで

当中間期
2025年１月１日から
2025年６月30日まで

④ 営業活動によるキャッシュ・フロー 981 3,347
⑤ 投資活動によるキャッシュ・フロー △ 3,608 △ 85
⑥ 財務活動によるキャッシュ・フロー 1,386 △ 2,112
現金及び現金同等物に係る換算差額 124 △ 98
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △ 1,115 1,050
現金及び現金同等物の期首残高 6,243 3,921
現金及び現金同等物の中間期末残高 5,127 4,972

中間連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円）

連結財務諸表
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会社概要 役員

ネットワーク 国内・海外に広がる、ダイナパック・グループ

商 号 ダイナパック株式会社

本 社 〒460-0003　名古屋市中区錦三丁目14番15号

資 本 金 40億円

従 業 員 2,270名（連結）
   666名（単体）

設 立 1962年（昭和37年）8月

事業内容 段ボールシート、段ボールケース、印刷紙器、美
粧段ボールケース、オフセット印刷物、プラスチッ
クフィルム等の製造販売、機械設備等の販売、不
動産の賃貸

代表取 締 役
社 　 　 　 長 齊　藤　光　次 取　締 　 役 葊　野　郁　子
代表取 締 役
専務執行役員 篠　岡　尚　久 取　締 　 役 杉　山　繁　和
取　締 　 役
執 行 役 員 原　　　　　茂 取　締 　 役

常勤監査等委員 後　藤　禎　夫
取　締 　 役
執 行 役 員 青　木　大　篤 取　締 　 役

監 査 等 委 員 児　玉　弘　仁

取　締 　 役 深　井　靖　博 取　締 　 役
監 査 等 委 員 松　若　恵理子

（注）1．取締役の深井靖博氏、葊野郁子氏および杉山繁和氏は、社外取締役であります。
　　 2．‌�取締役監査等委員の児玉弘仁氏および松若恵理子氏は、社外取締役監査等委員

であります。
　　 3．‌�当社は、取締役の深井靖博氏、葊野郁子氏、杉山繁和氏および取締役監査等委

員の松若恵理子氏を東京・名古屋両証券取引所の定めに基づく独立役員として
指定しております。

　　 4．‌�取締役監査等委員の松若恵理子氏の戸籍上の氏名は、松本恵理子であります。

国 内 事 業 所� 7
国内グループ会社� 9
海外グループ会社� 7

宮城ダイナパック㈱登米工場

宇都宮ダイナパック㈱
旭段ボール㈱岩槻工場

東京営業所ダイナパック㈱本社

知多出張所

神原段ボール㈱

多治見ダイナパック㈱

土岐ダイナパック㈱中津川工場

沼津ダイナパック㈱

㈱小倉紙器

宮城ダイナパック㈱古川工場川越事業所

松本事業所
旭段ボール㈱厚木工場

蟹江事業所

みよし事業所

つくば事業所

土岐ダイナパック㈱静岡事業所

旭段ボール㈱本社

ダイナパック（蘇州）

ダイナパック
（ハイフォン）

Vietnam TKT

ダイナパック
（フィリピン）

ダイナパック（マレーシア）

ダイナパックGF（マレーシア）

ダイナパック
（ハノイ）

クラウン紙工業㈱

福島事業所

会社情報 （2025年6月30日現在）
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株主名 持株数 持株比率
カゴメ株式会社 1,663千株 16.7％

ダイナパック取引先持株会 875 8.7

株式会社三菱UFJ銀行 313 3.1

伊藤忠紙パルプ株式会社 289 2.9

丸紅フォレストリンクス株式会社 277 2.7

レンゴー株式会社 275 2.7

王子マテリア株式会社 272 2.7

大王製紙株式会社 241 2.4

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 210 2.1

ダイナパック社員持株会 209 2.1
（注）1．持株比率は自己株式を控除し算出しております。
　　 2．‌�当社は自己株式362千株を保有しておりますが、上記大株主から除外しており

ます。

発行済株式総数 9,960,370株（自己株式362,221株を除く。）
株 主 数 2,900名
単 元 株 式 数 100株

外国人
1.4％
29名
144千株

金融機関
13.2％
13名
1,362千株

10,322
千株

自己名義株式
3.5％
1名
362千株

その他国内法人
43.9％
135名

4,530千株

個人・その他
37.4％
2,702名

3,860千株

証券会社
0.6％
20名

64千株

ホームページのご案内

当社の
企業情報
事業内容
IR情報

などはこちらからご覧ください。

https://www.dynapac-gr.co.jp/

ダイナパック 検　索

所有者別株式分布状況
大株主の状況

株式情報 （2025年6月30日現在）



この冊子は環境保全のため、植物油インキとFSC®認証紙を使用しています。
見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

ダイナパック株式会社
本社：名古屋市中区錦三丁目14番15号
TEL：052-971-2651

株主メモ

事 業 年 度 毎年1月1日から12月31日まで
定 時 株 主 総 会 3月下旬
単 元 株 式 数 100株
基 準 日
定時株主総会・期末配当
中 間 配 当

毎年12月31日
毎年  6月30日

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

同事務取扱場所 〒460-8685
名古屋市中区栄三丁目15番33号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

特 別 口 座 の
口 座 管 理 機 関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

郵 便 物 送 付 先

（電話照会先）

〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
0120-782-031（フリーダイヤル）
受付時間
9：00～17：00（土日休日を除く）
取次事務は、三井住友信託銀行株式会社
の本店および全国各支店（コンサルティ
ングオフィス・コンサルプラザを除く）
で行っております。

電子公告・決算情報掲載の
ホームページアドレス

https://www.dynapac-gr.co.jp/
koukoku.htm

（ご案内）
・住所変更、単元未満株式の買取・買増等のお申出先について
　株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
　‌�なお、証券会社等に口座がないため特別口座が開設されまし
た株主様は、特別口座の口座管理機関である三井住友信託
銀行株式会社にお申出ください。

・未払配当金の支払について
　�株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出
ください。

2005年1月の誕生以来、私たちは皆様のご支援とご愛顧の
おかげで、この記念すべき20周年を迎えることができまし
た。これもひとえに、株主様、お客様、お取引先様、そし
てかけがえのない社員の多大なる尽力と協力の賜物と深く
感謝申し上げます。
この20年間、我々はパッケージ事業を通じて、社会に貢献
することを目指して参りました。自然災害、経済危機、ウイ
ルス禍など決して平坦な道のりばかりではありませんでした
が、その都度、皆様からの温かいご支援に支えられ、困難
を乗り越えることができました。心より御礼申し上げます。

ダイナパック設立20周年のお知らせTOPI
C

https://www.dynapac-gr.co.jp/20th/

ダイナパック設立20周年記念サイトのご案内

IR EXPO出展のお知らせ
名証IR EXPO 2025に出展いたします。ご来場の際はぜひお
立ち寄りください。
会期：2025年９月５日（金）10：00～17：00

９月６日（土）10：00～16：30
会場：名古屋市中小企業振興会館（吹上ホール）
入場：無料（事前にWeb申込されるとスムーズです）


